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＜事例検討＞

中村　与一郎様（33）統合失調症　

デイナイトケア利用開始後：6年7ヶ月　　出席率：100％

検討内容　治療計画の見直しと、今後の対応方法
治療計画　

定期的に面談しながら、「現在できていること」の振り返りと「これからするべきこと」を考えることが出来るよう援助していく。

本人の様子

· 起床困難を本人は問題としていたが、4/22～禁煙しており、以後自力で起床出来るようになったと話されている。

· 今後の目標として、“仕事をしたい”“青山荘へ行きたい”と話し、青風荘の退所を希望される。仕事については、以前スーパーで裏方の仕事を行っていた為、もう一度やってみたいとの事。日中の活動として、デイケアを希望する発言聞かれる。

· プログラムへ参加すると直ぐに疲労感の訴え聞かれていたが、最近ではあまり聞かれなくなっている。疲労時には自分で休養を取りながら参加しており、プログラムへの支障はない。

今までの経過・青風荘での様子

· 以前青山荘入所していた時には不調の訴え頻回にあり、訓練が出来ないまま入所期限を迎え、青風荘へ入所している。

· 青風荘では、自力での起床困難だが「仕事をするようになれば起きることが出来ると思う」と話される。

· 青風荘内での生活は自立しており、概ねの事は出来ている。

今後の対応

· 日中の活動場所の変更を検討。青風荘からデイケアの利用が可能であれば、担当医へ確認後デイ

ケアの見学を検討。

· 過去にデイケアや青山荘で精神不調を来たした経歴もある事から、病状変化があった際に直ぐフォローが出来るように体制を整えてから、デイケアの見学などについて進めて行く。

＜SST報告＞

○デイナイトケア
１グループ

· 問題はないと話され、メンバーからテーマが出る事は無い。

· スタッフから “勉強に集中出来ない”というテーマと出題している。

· メンバーからは、部屋の構造を確認後、環境や勉強時間についてアドバイスあり。

· 次回のSSTで経過について報告する事としている。

２グループ

· メンバーから“インフルエンザの予防はどうしたらよい？”と質問あり、予防方法について話をしている。

· 予防として、「手洗いとうがいをすれば良い」との意見が挙がっている。うがいの手順や回数について確認の質問を受けている。

· 全員で流し台に移動して実際に実施。毎日行う必要があることを説明し、次回のSSTで実施状況について振り返りを行う事としている。

※2グループでは寝ている人が多いが、コ･リーダーがいない為、声を掛けながら進行するのは難しい。

※“困っている人”という質問だとテーマを挙げ難い。“やりたい事”や“上手になりたい事”等の

質問だとテーマを挙げやすい。

※SSTでは、メンバーから受けるアドバイスの内容により、メンバー個人のスキルを測る事が出来る。

＜連絡事項＞

· 本日、白川千春さんが通所リハビリテーションのローテーション研修。昨日は早退している為、

午後からの研修が行えていない。後日、再度日程を組んで研修を行うかを検討する。

· 来週のローテーション予定。

5/11・12　小笠原　麻衣さん　　　5/13・14　戸賀沢　真貴子さん（5/13午前中は外来）

＜利用者様情報＞

· 大久保　恒夫様～村上脳神経外科から処方されている降圧剤を服用すると、体調が崩れると訴え

あり。5/5に飲酒した後から不調が著しいとの事。今朝には、降圧剤を服用せずに来所したと話す。来所時の血圧140/80mmHg。降圧剤は後1週間分ほどあるが、「もう飲まない」と話す。次回受診予定は無いとの事。

⇒村上脳神経から処方されている分は飲みきるように説明。その後、血圧測定をしながら様子を見るよう伝えている。

· 田中　宏明　様～大久保夫妻から、パソコンでの音楽の編集を頼まれてしまい断れないと相談あり。

1度、他の用事もある事を相手に伝えたが、断りきれなかったとの事。今日は

気分的にも落ち込みがあると訴える。

⇒精神面の変調もある為、本人の様子観察を行っていく。

　他者からの頼みごとを断りきれない時には、スタッフへ相談して頂けるよう

説明し、必要時にはスタッフが介入する。

· 我満　奈津紀様～本日、市営住宅の見学に行ってきた事を報告する為来所している。浴室が以前

よりも狭い印象を受けたが、好印象だったとの事。私用の間取りを考えていると話されている。

· 田中　一　　様～エアロビの実施は、高血圧を理由に休むと話される事あるが、有酸素運動は血圧

を下げる効果もあることを説明すると参加している。来所時の血圧152/120mmHg　脈拍107回/分。

· 下町　サン子様～水曜日に右肘に熱傷を負った為入浴できないと話され、火曜日からずっと入浴

していない。熱傷部位を保護する事で促しにて入浴している。

· 其田　淑子　様～本日来所しており、来所後「相談がある」と話し、スタッフを探している。

スタッフへ担当医から通所を促された事、痛み止めが処方となった事を報告され、「動けないから入所出来る施設が無いか探して欲しい」と話される。

⇒活動性の低下により更に動けなくなる為、運動やリハビリを行い活動性の

維持・向上が必要である事を説明している。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～本日、採血施行。生理中の為、尿検査は施行していない。また、生理中で腹痛が

あるとのこと。

· 村田　昭一　様～落ち着いて生活していると話されている。

· 田名部　一樹様～調子は良いとのこと。表情スッキリしている。ゴールデンウィークは八食センタ

ーなどに行き、満喫したと話されている。

· 沢田　三朗　様～自宅では草取りしかしていないと話されている。特に変わりは無いとのこと。

· 島浦　美千男様～調子はまあまあだと話されている。明日、買い物に行くとのこと。

· 横町　　浩　様～頭がボーっとすることがあるが、しゃがむと治ると話す。「40歳になったから健

診に行かなきゃならない」と話されている。

· 久保　興介　様～ゴールデンウィークは友人とカラオケに行ったとのこと。調子はまあまあだと話

されている。

· 関　　秀治　様～実家に4泊5日で行ってきたと話されている。手第一指に湿疹がある為、デルモ

ゾールG軟膏処方となっている。

· 関口　　禅　様～特に変わりは無いとのこと。ゴールデンウィークは自宅でのんびりしていたと話

されている。










